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第１章 序論  
第２章 国際的な地理的表示の発展をめぐる条約の発展  
第３章 地理的表示等の保護の法的形式  
第４章 諸外国の地理的表示保護制度  
第５章 地域団体商標制度の創設とその内容  
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補論 地域団体商標に関する裁判例―喜多方ラーメン事件―  
第６章 地域団体商標制度の理論的含意：過渡的発現形態説  




























の法制度に多少の変更を求めることにはなったが，TRIPS 協定 23 条１項の義務は行政上の
措置による実施で足りるとされているため，わが国が行ったような手直し的な法改正でも
こと足りた。  
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